
昭 和 59年 3月 17日

会 員 各 位 殿

つ つ じが 丘 自 治 会

会 

第 9回 定 時 総 会 開 催 の お 知 らせ

春の息吹を感 じる今 日この頃、会員各位におかれましては益 々御健勝の こと

とお慶び申し上げます。

今年度 も新たに88世帯の新会員を迎 え、ますます活気ある明 るい街づ くり

がすすめ られています。

つ きましては、第 9回 定時総会 を開催す ることとな りましたので万障お繰 り

合せの上、御出席載 きますよう御案 内申し上げます。

記

1.日  時  昭和 59年 4月 1日 (日 )午 前 9時 30分 ～正午 まで

2.場  所  鵜沼西町公民館 2階広 間

3.議  1)58年 度会務報告及 び承認 の件

②  58年 度会 計報告及 び承認 の件

③  自治会規約改正の件

④  59年 度予算案の審議及び承認の件

⑤ 役員 (会長、副会長、会計監査 )改選の件

⑥ その他

なお、準備の都合上、出欠を次頁出欠票にご記入の上、 3月 25日 までに

各班長さんにご提出下さい。また、当日やむを得ず欠席される方は、委任状

も合わせてご提出下 さい。



昭 和 58年 度 自治 会 会 務 報 告

私達の「 新 しい街づ くり」の活動 も、 8年 目を迎 え、会員数 も宅地の過半数

を越 える 600世 帯 とな り、昨年末か らすすめ られている各広報区 ごとの活動

の定着 とい う目標がますます重要な役割 りを果たすよ うになっています。

現在、班の数 も40を かぞれ、新年度 には、第 1広報区 (1、 2丁 目 )が分

離 し、 6広報区の体制 とな ります。年間活動 を振 りか えってみます と、各専門

委員会の具体的活動については後述 されますが、全体的な流れ としては、例年

の活動の実績 プラスアルファの成果 を得 られたのではないか と思います。

今年度は、懸案であった 自治会集会所の増築問題に、一定の方向づ けを行な

いました。会員か ら公募 された 20名 によ り、自治会の諮門機関 として「 つつ

じが丘集会所増築検討委員会 」を発足 させ、 58年 8月 か ら 12月 まで月 1回、

計 5回 に亘 って、

1)集 会所の増築の必要性

2)建 築規模 と予算の件

3)建 築資金の件

4)集 会所増築時期の件

5)集 会所の管理運営の件

に関 し、新鵜沼台集会所 、鵜沼南町集会所の見学 を含め、論議を重ねた答申を

いただ きました。「 検討委員会」の討議内容につ きましては、そのつ ど、検討

委員会 ニュースとして会員の皆様 にはお知 らせいた してお りますが、答申内容

の大略は、現状の活動規模、使用回数、使用人員の調査の うえにたち、現集会

所の増築が必要であると結論づけられ、昭和 60年以降 (建築資金 との関係 )

に、広報区単位の活動 をベース (200人 程度 )に した規模の平家建ての建築

物が好ましい との答申を 59年 2月 12日 、受理 しました。今総会では、集会

所 を増築す るとい う点での再確認 を頂 き、新年度 には答申内容 を尊重 しなが ら

具体的な着手をすすめていきます。

会員数の増加に ともな う住環境の変化や、整備に対処 し、「新 しい街」「 新



しいふるさと」作 りを中心 とした活動 をすすめるうえでは、行政への働 きか け

と同時に、会員の皆様 には、自治会活動への一層の御協力 をお願いし、会務報

告 といた します。

<58年 度  活 動 概 況 >

4月 総  会        (3日 ) 10り弓 校下大運動会      (9日 )

5月 ソ フ ト・バ レーボール大会 (15日 ) 11月

第 2回 市民展    (5、 6日 )

大掃除、防災訓練   (13日 )

みかん狩 り    (第 1広報)

6月 大掃 除、防災訓練    (5日 ) 12月 もちつ き大会   (第 3広報)

7月 盆踊 り大会 ∝ 31日 ) 1月
(ク カン トリー )(8日 )

班 別・ 茶話会    (第 5広報)

8月
集会所検討委員会発足  (7日 )

バーベキュー大会  (第 2広報)

(八 木 山夏 まつ り) (2■ 28日 )

2月 公園倉庫設置

9月 新班長 オ リエ ンテー リング 3月 つつ じ植樹     (第 4広報)



専 門 委 員 会 報 告

(広 報 委 員 会 )

昭和 58年度広報委員会は、住民の心のふれあいによる明るい街づ くりをめ

ざし、種 々多彩な行事に積極的に取 り組むと共 に、公共施設充実のための活動

に も取組みました。特に団地が出来て早十年の歳月が過 ぎ、集会施設の狭除化

が コ ミュニテ ィ活動のための除路 となっている現状にかんがみ、公費による集

会施設の設置、集会所増築に対す る補助金の増額等 を市に陳情 し、要望 しまし

た。その結果、明るい見通 しが出て きま した。

次につつ じが丘は、「新興住宅団地 」であるため、伝統 とい うものがまだな

く、住民の手作 りによる地域の伝統 を作 り、心豊かな街づ くり、想い出深いふ

るさとを子孫に残すため、各広報会がその独 自性を生か し、ぃろいろな行事 を

通 じて、住民の融和 と協調に全力 を上 げました。

特に毎月開かれる班長会議では、住民の出来 るだけ多 くの人 々の意 見を聞 き、

各問題点に取組むと共に、各広報会 ともアイデアの除れ る企画で、盆踊 りの夜

店、夏祭 りのみこし、芸能合戦 、運動会等盛大 に盛 りあげることが出来ました。

広報会独 自の親睦行事 として、第一広報会では、バス 2台で知多方面にみか

ん狩 りに行 きました。第二広報会では、真夏の夜、北公園でバーベ キュー大会

を開 き、また西町 との友好 も深めました。第二広報会では、恒例の もちつ き大

会 を行ない、お互いの親陸を深めました。第四広報会では、の り面の雑草の草

刈 とつつ じの植樹 につ とめ、団地の玄関にふ さわ しい街づ くりに汗 を流 しまし

た 。第五広報会では、班別に茶話会 を行ない、心のふれあいを深めることが出

来ました。

以上の様に、少 しづつではあ りますが、各種の行事 を通 じて住民の連帯感 と

協調性が高まっています。これか ら、更に明るい街づ くりをしてい くため、皆

様の御理解 とご協力 を切にお願い申し上げます 。

以  上



(環 境 委 員 会 )

団地内生活環境の保全、向上の為、めあた らしいことは出来ませんで したが、

例年通 り各種作業に取 り組みました。

まず、年間計画をたて、それにそって進めて来ま した。以下次の通 りです。

◎不在者地主の草刈について

不在者地主に草刈の案内状を 299通 発送 し (内 28通不明で返送 され る )

延 62区画 (春 42区 画、秋 20区画 )の草刈申 し込みがあ り、それ らの方

々には草刈完了の通知 をかねて、団地の近況報告の手紙 を出しました。今年

は桜井造園 (鵜沼西町 )に 1区 画 1万 円で草刈 をして頂 き、更にはじめての

こころみ として第 2広報会が運営費捻出の為、春に 3丁 目内を 5区画草刈 し

ました。

◎不快害虫駆除について

不快害虫駆除の薬剤を斡施 し、各家庭に散布 して頂 き、害虫の大量発生す

ることな く、梅雨明けとな りま した。

◎大掃除について

春の大掃除は、 6月 5日 皆様の御協力の基に実施いた しました。秋の大掃

除は、 11月 13日 の市民清掃の 日に実施いた しました。

◎犬のふんについて

大のふんについて、た くさんの苦情があった為、 1月 に会員各位に注意を

喚起す る意味で回覧 しました。

◎緑化対策 について

8丁 目の南側斜面につつ じを植樹 (3月 )

◎公園に掃除道具入れの倉庫設置について

場所 一― 八木山、南、西各公園 (2月 )

◎汚水処理料金値上 げについて

10月 のはじめ、興人 G朱)、 田中エスエル両社か ら、現在 1,000円 を (

5名 +1名 150円 増 )59年 1月 か ら、 1800円 に値上げしたいとの申

し入れがあ りま した。 10月 27日 臨時役員会が、田中エスエル、興人両社



出席の基に開かれ、値上げの内容、現状についての説明をうけました。11月

12日 、役員会で汚水処理料金値上問題の説明会 を開 く事 を決定。12月 4日、

説明会が開かれました。会員各位には回覧で参加を求めましたが、暮れ もお

しせまった時期で もあ り、会員の参加が少なか った。最終的には各広報会で

意 見集約 を行な った結果、値上げ も己む無 しの意見が大勢 をしめる中、当自

治会 としては、興人の申し入れ額よ り、少 しで も低減す る様努力 した結果、

1ケ 月 1,600円 (5名 +1名 150円 増 )で 59年 2月 よ り実施 とな りま

した。汚水処理料金値上げの件について、多 くの意 見を頂 き有難 とうござい

ました。

来年度は、空地の草刈 についてヽ不在地主の申し込みのなか った所をどうす

るか とい うことが、まだ検討課題であ り、また緑化対策費についてはこれを、

各公園に水まきホースを設置す るか、 8丁 目の南側斜面の草刈費 として使用 し

た らどうか と思 ってお ります。

最後に皆様方の御協力 によ り私共素人が、環境委員会 をなん とか一年間しの

ぐことが 出来 ました ことを深 く感謝 して報告 を終 らせていただ きます。

(防 災 委 員 会 )

当団地 は設立以来一度 も住宅火災 を起 こしていないのが 自慢の一つですが、

今年度 も皆様一人一人の安全意識の高 さのおかげで、一件の火災 も発生せずに

春 を迎 えることがで きました。今年度は皆様の防火意識の高揚 と、万一の時の

初期消火の訓練 を目的に 6月 5日 に春の総合防災訓練を、 11月 13日 に各広

報会毎の秋の防災訓練 を実施 しま した。春の総合訓練では東消防署、西町消防

団の協力 を得て防護団組識に従 った総合的な防火訓練を行い、多数の参加者が

あ りました。今後は、訓練の対象 を防火にとどまらず、地震等に対す る住民の

避難訓練等 も行 う必要があると考 えます。一方秋の訓練は、各広報会毎に実施

し、万一の際の初期消火に役立てて もらうために御婦人方 を中心に多 くの方々

に実際に消火器あるいは消火 ホースを操作 していただ きました。

さて 、今年度は交通安全対策 について多 くの時間をさき討議 しました。一昨



年の各務原交通交園の開園以来、 とみに当団地内を通過す る車輌が急増 し、団

地内の交通事故が多発 している状況にあ ります。これに対 し、前年度に引 き続

き団地内の急険箇所をチエ ックし、一時停止 を中心にした対策を織込んだ要望

書を 11月 に各務原市長に提出し、今後の努力 を約束 していただ きました。更

に、今年度は、交通事故の発生 した 2ケ 所 (2丁 目、 4丁 目 )の交差点に一時

停止を呼びかける立て看板 を設置 しました 。当団地は幹線道路の配置上、団地

内の生活道路 を通 り抜ける車輌が多 く、一方通行や進入禁止等の処置 を求める

声 もあ りますが 、附近の住民 も同 じ規制を受けることになるため、今後 どの程

度の規制が妥当か を検討す る必要があると考 えます 。一方、街路灯 につ きまし

ては今年度 30基 を新設 し、住宅が建 っていない地域 を除 き、ほぼ電柱 1本お

きに街路灯が設置 されている状況に達 しましたことを報告いた します。

最後に、私共素人の防災委員が滞 ることな く任務 を遂行で きましたことは、

会員皆様の深いご理解 とご協力のお陰 と深 く感謝いた してお ります。今後一層

のご参加、 ご協力 をお願いいたしまして報告 させていただ きます。

(文 体 委 員 会 )

58年度の文体委員会主催の行事 にっ き、多少の反省点 もまじえ下記の通 り

ご報告申 しあげます。

今年度は格別新たな行事は追加せず、内容の充実を計 ることに努力いた しま

した。まず春の球技大会は 5月 15日 (日 )八木 山小学校において、絶好のス

ポーツ日和の もと400名 余 りの参加者を得て、各広報会対抗 トーナメン ト方

式で行われました。今回はルールを 1部変更 し、男女混合形式を取 り入れてみ

ました。 これは選手 を集めやすいこと、和気合 々の雰囲気で観客側 ともども充

分楽 しめた点で利点 も多か ったのですが、一方選手側 としては、ルールの点で

不満が残 り、試合 自体に ものた りな さを感 じた との声 も間かれ、 これが来年度

の課題ではないか と思われます。又、 ソフ トボール同好会の方 々には、大会運

営、ルール作 り等、大変 ご協力いただ き有難 うございました。

夏の盆踊 り大会は、今年で 7回 目を迎 え、 7月 30日 (土 )、 31日 (日 )



の両 日中央公園にて、盛大に催す ことが出来ました。今年は当自治会会員以外

の方 々にも多数 ご参加いただ き、近隣 との地域交流 も深ま り、共 に楽 しんでい

ただ きました。各広報会による夜店の増設、お楽 しみ抽選会、盆踊 リコンテス

ト等、た くさんの催物を企画 し、そのための資金集めに も積極的に奔走致 しま

した。生憎 1日 目は思い もよ ら̀ぬ 夕立 にたた られ計画を一部変更 して開催 しま

したが、 2日 目は予想以上の盛 りあが りで、盆踊 リコンテストの頃には約 1,000

名 をかぞ える踊 りの輪 とな り、まずまず大成功ではなか ったか と思われます。

又、これだけの盛 りあが りの要因を作 って下 さいました民謡同好会 のご協力を

忘れることはで きません。揃いのユカタに花笠での艶やか さは、踊 りの輪に一

層の活気 と華やか さを添 えて下 さいま した。やは り踊 りと民謡 は切‐り離せない

ものであ り、今後共 ご協力 をお願い していかなければな らない と思います。

秋の八本 山校下大運動会は、 10月 9日 (土 )松ケ丘、つつ じが丘両 自治会

との共同主催によ り、八木山小学校 グラウン ドにおいて行われました。当日は

前夜の雨でグラウン ドは水浸 し、開催が危ぶ まれま したが、役員及び班長 さん

方 々の雑布による排 水作業でなん とか間に合い、 9時の花火を合図に開会式、

入場行進 と続 き、延べ 3700名 の大選手団による競技 を開催す ることがで き

ま した。今年は人員増の関係で、つつ じが丘は 3チ ームに分かれま したが、そ

れで もムカデ競争、応援合戦、 リレー等に各チーム大健闘、全力 を出 しきり日

頃の運動不足解消 とお互いの親睦に有益な一 日とな った ことと思います。それ

にして も、 この運動会の運営に当 り、各役員の方は勿論のこと、各班長 さん方

の ご努力 、ご尽力は大変な ものであ っただろうと思います。

つつ じが丘市民展は、 11月 5日 (土 )、 6日 (日 )の両 日集会所において

開催 されました。会場には自治会会員による書道、絵画、盆栽、婦人会による

手芸品、園芸同好会の見事な菊花等、 130点 展示 され、観賞には 440名 の

方 々が訪れました。今年は 、す 人一作品 とした関係 もあ り、作品点数は予想よ

り少なか った ものの、それだけに傑作揃い、見応 えある素晴 らしい展示会 とな

りました。

以上が今年度実施 して参 りました行事であ りますが、この一年間の活動を振



り返って感 じた事は、会員皆様が もっと気楽に行事に参加していただきたいと

いうことです。文体活動は遊びを通じて住民相互の融和と協調を計ることが目

的です。全員 もっと気楽に参加し親睦の輪 を広げてほしいと思います。

最後に文体委員 として不手際な点が多 くあった事をお詫び申し上げると共に、

会員皆様方の絶大なご協力により、なんとか任務を終 えることが出来ましたこ

とに厚 くお礼申し上げて、報告とさせていただきます。

自 治 会 規 約 改 正 の 件

自治会活動 の広 が り、広報区の増 設等 に対応 す る組織強化の為 に、現在 1名

とな って い る副会長 を 2名 とします 。

第 16条  本会 は次 の役員 、委員 及 び班長 を置 く。

① 役  員

会  長  1名 、 副 会 長 ―  会計監査 2名

2名

② (略 )

③ (略 )



昭 和 58年 度 会 計 報 告 書

(基 金 の 部 )

科 目 金 額 備 考

昭 和 57年 度 基 金 残 高 1 0,82 5,7 1 3 昭和 58年 2月 28日 現在

昭 和 58年 度 増 加 分 2,320,000

△

計 1 2,84 5,7 1 3 昭和 59年 2月 29日 現在

(積 立 の 部 )

科 目 金 額 備 考

集 会 所 増 築 準 備 金 300,000 昭和 5駄 56、 57年 度分 杢
垣
蓋瑠 雲

緊 急 災 害 時  〃 400,000 昭和 56、 57年度分    ″

記 念 行 事 積 立 金 100,000 昭和 57奪三j更 分         ″

集 会 所 増 築 準 備 金 500,000 昭和 58年 度分    響鶉 零

緊 急 災 害 時  ″ 200,000 ″ ″

記 念 行 事 積 立 金 100,000 ″ ″

△
計 1,600,000

(収 入 の 部 )

科 目 当 初 見 込 額 収  入 額 備 考

前 年 度 繰 越 金 776,460 776,460

自 治 会 費 3.480,000 3,4 4 2,5 0 0 500FDK 6,885戸

自 治 会 入 会 金 80,000 88,000 88戸

自治 会 基 金 利 息 620,000 735,000 946 380,000円t3花6355,000円

広 報 会 長 報 酬 240,000 235,050 9●8115ρ50鳳 2/22119,100円

広報紙配布手数料 540,000 525,150 9/28 257,850Fl Z22 267.300円

公 園 清 掃 報 酬 279,000 279,000

雑 収 入 80,600 133,467 定期禾U息 40,2∞ 円   その他 93,217円

△
口 計 6,096,060 6,2 1 4,6 27

(支 出 の 部 )

科 目 予 算 額 支 出 額 備 考

自 治 会 総 会 費 50,000 43,000 総会資料他

街 路 灯 電 気 料 950,000 1,134,190 修理費 326,380PL電気料 80■810円

事 務 局 関 係 費

事  務  費

交 通 々 信 費

550,000

100,000

50,000

338,690
60,320

22,900
事務用品、印刷

二種会員通信費



科 目 予  算 額 支 出 額 備 考

備 品 購 入 費

予  備  費

300,000

100,000

162,420

93,050
テント、 トランシーパー他

会議費他

集 会 所 運 営 費 250,000 207,947 冨雲6:f:鯛ス ,腎見:情
ヨ■085「

広 報 活 動 費 1,059,000 867,500

環 境 対 策 費

清 掃 対 策 費

清 掃 用 具 費

緑 化 対 策 費

502,000

74,000

328,000

100,000

506,490

78,490

328,000

100,000

クレゾール、ガソリン、ゴミ袋他

公園倉庫

植樹、肥料

防 災 対 策 費

防 災 行 事 費

交通安全対策費

消火器具備品費

430,000

180,000

50,000

200.000

472,091

204,300

7,791

260.000

西町消防団賛助他

ペイント

消火ホース

文 化 体 育 費

盆 踊 り 費 用

運 動 会 費 用

年 間 行 事 費

700,000

300,000

250,000

150,000

59Z933

263,175

200,990

133,768

飲物他

賞品他

球技会 84,443円 市民展 49,325円

各種 団 体 助 成 金 400,000 400,000 子供会、婦人会、寿会他

地域 社 会 交 際 費 100,000 89,340 防犯協力会費他

集会所増築準備金 500,000 500,000 大垣共立銀行

緊急 時災害準備金 200,000 200,000 //

記念 行 事 準 備 金 100,000 100,000 ク

予 備 費 305,060 152,800 倉庫移築他

△
ロ 計 6,096,060 5,6~09,98 1

58年度収支残高
収 入 総 額 支 出 総 額 59年度繰越

6,214,627 5,6 0 9,98 1 604,646

以上、昭和 58年度決算報告に誤 りのないことを証明します。

会計監査   

会計監査   



昭 和 59年 度  予 算 (案 )

(収 入 の 部 )

科 目 金 額 備 考

前 年 度 繰 越 金 604,646

自 治 会 費 3,780,000 500円×630戸×12朔 =3780000円

自 治 _会 入 会 金 80,000 1000円×80戸 =80,000円

自 治 会 基 金 利 息 720;000 360,000円×2-72000:0円

広 報 会 長 報 酬 259,500
12,000円×6名-72o00円
150円×600戸 =90o00円
150円×650戸=97,500円

前

後

広 報 紙 配 布 手 数 料 562,500
450円×600戸=270000円
450円×650戸=292500円

公 園 清 掃 報 酬 279,000

雑 収 入 125,250
65,000円 美 しい町づ くり奨励金
20o00円 道路愛護者賞賜金
40,250円 定期預金 々利

計
△
ロ 6,4 1 0,896



(支 出 の 部 )

科 目 金 額 備 考

自

　

街

治 会 総 会 費

路 灯 電 気 料

50,000

1,200,000 電気料 895,000円、修班賓 305o00円

事 務 局 関 係 費

事 務 費

交 通 々 信 費

備 品 購 入 費

予 備 費

300,000

80,000

50,000

70,000

100,000

事務用品

二種会員通信、交通費

掃除器他

集 会 所 運 営 費 250,000 光熱費他

広 報 活 動 費 732,000 1,200円×610戸 -732o00円

環 境 対 策 費

清 掃 対 :策・費

″  用 具 費

緑 化 対 策 費

305,000

75,000

150,000

80,000

ごみ袋 、 クレゾール、草刈機 、ガソリンな ど

草刈機

植樹

防 災 対 策 費

防 災 行 事 費

交通 安 全 対 策 費

消火 器 具 備 品 費

450,000

160,000

20,000

270,000

西町消防賛助金他

道路標識用ペ イン トな ど

消火 ホース (3基 )

文 化 体 育 費

盆 踊 り 費 用

運 動 会 費 用

年 間 行 事 費

560,000

240,000

200,000

120,000 春― 球技大会、秋―市民展

各 種 団 体 助 成 金 380,000 寿 会、婦 人会 、子供会 、育成会

地 域 社 会 交 際 費 100,000

集 会 所 増 築 準 備 金 1,200,000

緊 急 災 害 時 準 備 金 200,000

記 念 行 事 準 備 金 80,000

予 備 費 603,896

計
△
口 6,4 1 0,8 9 6


